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Ｉ Qp－ １

５月20日(土) 会場　午後3 :30～5 :00

大正～昭和初期におけ
　～婦人雑誌『主婦之友』
戸板短大　○小林操子

石衣生活の変化
を中心として～

放送大教養　酒井豊了

Ｉ Qp－ ２ 衣生活に関する潜在意識調査法について
放送大教養　　○山田裕子　尾台昭子　酒井豊子

被　　服

　目的　衣生活や被服を対象とした意識調査はすでに多数行われているが、調査への回答は研

究者が設定した選択肢や質問の仕方などによって、方向づけられることになりがちである。回
答者の自由で自発的な反応を得る方法として、社会心理学の分野で行われているWA I技法に

注目し、これを参考に、アンケート調査を実施した。
　方法　放送大学の学生およびその家族、友人を対象として、質問紙法により、服装や衣生活

についての回答者自身の好み、習慣、考えなどを、それぞれ異なる20以内の短い文章で自由に

記述してもらった。回答された各文章（反応）は、K・Ｊ法により分類した。すなわち、文章

１つ１つの内容を分析し、意味するところが類似した反応ごとにまとめて小項目とし、さらに

内容の近接した小項目をまとめて大項目とした。
　結果　アンケート調査では, 361枚の回収を得、総反応数は5491であった。小項目は79、

大項目は10に分類された。分類した結果は、形、デザイン、色、好みなど、外観や自分の着た

さに係るような要因には反応が著しく多く、購買に関するものも多い。一方、消費者として認

識が期待される、衣服を取扱い管理する時に必要な事がらや、品質・動きやすさなど衣服の機

能面への関心は低い。20代･ 30代女性は外観・美的面などへの関心が極めて高い一方、管理・
機能性などへの関心の高さには個人差が大きい。男性は機能性重視、女性は素材などの品質重

視の傾向がうかがえる。小項目への分類では、さまざまな文章から回答者の意図をくみとる必

要が発生するなど、分類の基準化にはさらに検討の余地があるが、この方法は、性別、年代別

など各種属性別の衣生活意識の調査に有効であると考えられる。
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